
  

 
オートポリス ゴールドカップ 第３戦 

２０１９年 ８月１７日  天候:晴れ  参加１７台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年のスーパーFJオートポリスシリーズは、鈴鹿シリーズに次ぐ活況ぶりを示し、シリーズ第４戦には

実に 17 台ものエントリーを集めることとなった。台風の相次ぐ接近で天候の悪化が当初不安視されて

いたものの、全く裏腹に好天に恵まれたばかりか、爽やかな風さえ吹く絶好のレース日和となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



予選でトップタイムを記し、自身初となるポールポジションを獲得したのは、唯一の遠征ドライバー

でもある下野璃央。 

「スーパーFJジャパン チャレンジ」と併催の前回の第 2戦と第 3戦では、２戦とも予選２番手だった

女性ドライバーだ。 

下野は「２番手につけた開幕戦ウィナーの益田富雄氏をコンマ 08 秒差で従えるも、自分としてはまず

まずのタイムだったんですが、昨日よりも差を詰められてしまいました。昨日はコンマ 3秒ぐらいあ

ったのに……。今日は大阪から家族も来てくれているので、期待に応えられるよう頑張ります」と、

ややタイムにはご不満そう。 

 

 

 

 

 

 

一方、２番手の益田は「セクター３でミスっているんですよ。それがなければ。でも、タイム差も詰

められたし、昨日より調子はいいです。（僅差ながら）バトルできればいいんですが（笑）」と少々

弱気のコメント。 

３番手はスポット参戦の吉元薫が、そして４番手には篠田義仁がつけていた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
前回の２戦はスタートでの遅れがあったため、 

表彰台には届かなかった下野ではあったが、 

今回のスタートはほぼ完璧。逆に益田はやや 

出遅れたこともあって、下野はオープニング 

の１周だけで増田にほぼ 1秒の差をつけた。 

 

 

 

序盤はファステストラップの連発で、差を 

広げていく下野に対し、益田は単独走行に。 

予選５番手から２周目の 1コーナーでひと 

つ順位を上げた浜久保太一が、３周目のセ 

クター３で３番手に浮上。 

しばらくの間は篠田、川地欽也を背後に 

置いたが、やはり単独走行になっていく。 

 

 

下野のファステストラップ連発は、実に 

７周目まで続き、最後は 10 周で約 5秒差 

の圧勝に。 

女性ドライバーの優勝は、富士シリーズ 

第２戦の村松日向子に次いで今季２人目。 

 

 

 

 

2 位は益田が獲得し、これでランキング 

でもトップに。3位は浜久保で、4位は 

最終ラップゴール前の接戦を制した、 

川地が篠田を僅差で封じ込めている。 

 

 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   ２位 益田 富雄        優勝 下野 璃央        ３位 吉元薫 

「スタートがうまくいったのが大きいですね。失敗した時のことも想定していたんですが、実際には

うまくいって、一度もトップを譲らずゴール出来て良かったです。すごく自信になります、嬉しいで

す、素直に！ 次の目標は鈴鹿で表彰台に乗ることです」 

と下野。 

 

 

 

 

 

女性ドライバーの優勝は、富士シリーズ第２戦の村松日向子に次いで今季２人目。 

今後の活躍に注目したい。 

 
 
 



 

 
 
 
 
 


